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管理部門が知っておくべき会計不正リスクへの対応策 
～実例で学ぶ「業務プロセスの単純化モデル」の活用方法～ 

講師  竹村
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  氏 
竹 村 純 也 公 認 会 計 士 事 務 所 

公 認 会 計 士 

販売期間 ２０２５年１月３１日（金）まで 
（２０２４年１０月２４日（木）収録：約 3 時間） 

      
■このセミナーは収録したセミナーを動画配信でご視聴いただけます。視聴期間は 2 週間です。 
■参加費をお振込みいただいた後に、視聴ページ URL とログイン情報をメールでお送りします。  

会計不正は、企業の信頼を一瞬で失わせ、経済的損失を引き起こす最大のリスクです。実際に多くの企
業がその代償を支払ってきました。しかし、事前にリスクを把握し、適切な対策を講じることで、その脅威を未
然に防ぐことが可能です。 

本セミナーでは、管理部門（内部監査部門を含む）が知っておくべき会計不正の発生箇所とその対策を、
実践的な視点から徹底的に解説します。 
 

ポイント 1: 「業務プロセスの単純化モデル」の理解 
複雑な業務プロセスの中で、会計不正がどこで発生するかを特定することは容易ではありません。本セミナーで

紹介する「業務プロセスの単純化モデル」はこの課題を解決し、かつ、会計不正が発生する「情報の転換点」を
明らかにします。これにより、会計不正リスクが潜むポイントを正確に見極めることが可能になります。  
 

ポイント 2: 最新の不正事例に基づくワークショップ 
本セミナーでは、売上高の前倒し計上や架空計上、在庫の過大計上、キックバックなど、実際の不正事例をも

とに、参加者が自らリスクを識別し、効果的な対策を考えるワークショップを行います。これにより、理論だけでな
く、明日からの業務に直結する実践的な知識を身につけることができます。  
 

ポイント 3: 調査報告書の有効活用 

会計不正の調査報告書には、その手口の具体的かつ詳細な内容が説明されています。これをどのように自社
に適用すべきかを解説します。特に、調査報告書の「具体性のジレンマ」を乗り越え、業務プロセスに潜む不正リ
スクを未然に防ぐための新しいパラダイムを提供します。 

 

当日の内容 
 

１．「業務プロセスの単純化モデル」の理解 
会計不正が生じるポイント、リスクの捉え方、統制の検討、売上高の前倒し計上の事例  

 

２．最近の会計不正事例に基づくワーク 
    売上高の架空計上、在庫の過大計上、キックバック  

 

３．明日からの実践に向けて 
調査報告書の入手、調査報告書以外からの事例の理解  

 

本セミナーについては、講師と同業・公認会計士事務所ご所属の方はお申込をご遠慮願います。  

 

【講師紹介】 

公認会計士でありながらも、経営者の想いを忠実に非財務情報に反映させる「ダイアローグ・ディスクロージャー」の
探究者でもある。 

会計不正対応の分野では、第三者委員会のサポート業務に留まらず、共著『会計不正～平時における監査役の対
応』（LABO）や関連記事で情報発信している。また、セミナー講師として、実例を用いながら会計不正リスクへの具体
的かつ効果的な対応策を提供している。 

特に、講師が開発した「業務プロセスの単純化モデル」は会計不正が発生しやすいポイントを明確にするツールは、
好評を博している。                                     ※録音･ビデオ撮影はご遠慮下さい。  

 ■主催  金 融 財務 研究 会                     
     h t t p s : / / w w w. k i n y u . c o . j p  

Facebook：https://www.facebook.com/keichoken  
Twitter：https://twitter.com/keichoken05  
Blog：https:// www.kinyu.co.jp/blog/ 

 

 

 

 

アーカイブセミナー  

http://www.kinyu.co.jp/


 

 

 

 

 

 

２０２５年１月３１日（金）まで  

※収録日：２０２４年１０月２４日（木）【約３時間】 

 

視聴ページのログイン ID を発行後、２週間ご視聴が可能です。 

資料は、ログイン後に視聴ページからダウンロードしてご利用いただけます。 

（資料の無断複製はご遠慮ください）  

   
３５,０００円（消費税を含む）  

１社２名以上同時に参加お申込みいただいた場合、お２人目から１名に
つき３０,０００円。追加申込みの場合はその旨ご記入下さい。  
 
 
 
金融財務研究会    

ホームページ https://www.kinyu.co.jp/ 
〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町 1-10-8 グリンヒルビル  

TEL 03-5651-2030  FAX 03-5695-8005 
 
 
上記ホームページの申込欄からお申し込み下さい。参加申込書を FAX 又は郵送い
ただいてのお申し込みも承ります。請求書をお送りいたしますので、下記口座にお
振込ください。クレジットカードもご利用いただけます。  

ご入金確認次第、視聴用 URL とログイン ID、パスワードをメールでお送りいた
します。（但し経理の都合等で間に合わない場合は、ご連絡いただければお待ちい
たします。）  

 

ご記入いただきました個人情報はセミナーの開催のために使用させていただきますが、漏洩などがな

いよう最善の予防、是正に努めます。詳しくは弊社ホームページをご覧ください。  

 

普通預金 口座名  (株)金融財務研究会  
 
三菱 UFJ 銀行 本   店  1642356 三井住友銀行  本店営業部  7397637 

三菱UFJ信託銀行 本   店  2818151 みずほ銀行  東京営業部  1427715 

三井住友信託銀行 本店営業部 2993982 りそな銀行  東京営業部  1693669 
 
◇クレジットカードは Visa、Mastercard、American Express、 JCB、Diners Club、

Discover がご利用いただけます。 

 
切らずにこのままお送り下さい  

  
 

管理部門が知っておくべき 
会計不正リスクへの対応策 
【アーカイブ】  

 
参加申込書 

FAX 03-5695-8005 
 
 

年    月    日  

ご連絡・講師へのご質問等ご記入下さい   

 

弊社からのお知らせ、メルマガ

の送信を 

□受信する □受信しない 
 

講師へのメールアドレス開示に  

□同意する □同意しない 
 

クレジットカードをご利用の場

合は下記に✓を入れて下さい。  

□クレジットカード利用 

 
 

ｾﾐﾅｰｺｰﾄﾞ 858a（Aud-k900858a）                     

会 社 名  

TEL 

FAX 
 
E-Mail 

所 在 地  
〒  

参加者ご氏名  部課名  

〃   〃   

〃   〃   

〃   〃   

書類送付先  

(同上の場合記入不要)    

ご担当者                   部課名  

TEL                    FAX                                    

お申込の翌日には請求書を発送しておりますが、お手元に届かない場合は、弊社までご連絡下さい。 

販売期間

日  

参 加 費 

申 込 先 

申込方法 


